
平成２１年度第１０回沖縄県がん診療連携協議会・研修部会議事要旨 
 

 
[日 時] 平成２１年２月９日（火） １６：００～１８：００ 

[場 所] 琉球大学医学部附属病院 がんセンター 

[参 加 者] ９名：  

中森えり（那覇市立病院） 

伊藤昌徳（ハートライフ病院） 

當銘正彦（県立南部医療センター・こども医療センター） 

神山康武（北部地区医師会病院） 

嘉陽晴美（県立中部病院） 

代理：宜保成洋（琉大病院放射線部） 
石井岳夫（琉大病院薬剤部） 
宮国孝男（琉大病院第一外科） 

増田昌人（琉大病院がんセンター） 

[欠 席 者]  ３名：東朝幸  (沖縄県北部福祉保健所) 

蔵根瑞枝（沖縄県健康推進課） 

川満幸子（琉大病院看護部） 

[陪 席 者] １名：柚之原さと子（琉大病院がんセンター） 

 

協議に先立ち、平成２１年度第９回沖縄県がん診療連携協議会・研修部会議事要旨が承

認された。 

 

[報告内容]  

 
１． 委嘱状授与 

増田センター長より、那覇市立病院臨床検査技師の山城篤委員へ委嘱状が交付さ

れた。 
 

２． 看護師向けを対象とした研修会について（別添） 
    中森部会長より、別添資料に基づき平成２１年１２月１８日（金）実施の「平成

２１年度 第１回がん看護研修」について報告があった。良かった点として、約

２１施設より均等に参加があり、県内の認定看護師も４名全員が参加したことが

挙げられたが、病院間の連携が密でないため、看護協会も含め連携を強めていき

たいとの意見があった。また、修了証の発行については今後の検討課題とするこ

とが報告された。 



３． 胃がんに関する早期診断のための研修会についての報告書（資料２） 
神山委員より、資料２に基づき平成２２年１月２１日（木）に行われた「胃がん

に関する早期診断のための研修会」について報告があった。 
 
４． 緩和ケア学会での単位取得を視野に入れた薬剤師向けの研修会について 

伊藤委員より、平成２１年１２月１８日（金）に行われた「緩和ケア・薬学セミ

ナー」、および平成２２年１月２９日（金）に開催された「在宅ケア・薬学セミナ

ー」について報告があった。 
 
５． 臨床検査技師を対象とした研修会の運営について（資料３） 

山城委員より、資料３に基づき２月２６日（金）開催予定の研修会について案内

があった。近年子宮頸がんが増加傾向にあり、細胞学会の旬な話題となっている

ことから、増田委員より、研修会にてアンケートを取り、傾向等が分かるよう写

真も添えて報告書を作成して欲しいとの依頼があった。 
 

６． 研修リストの作成と公開について 
神山委員より、協議会およびがんセンターホームページに臨床検査技師を対象と

した研修会（２/２６実施予定）を掲載中との報告があった。 
 

７． 研修会の人材バンク（講演者リスト）の作成について（資料４－１、資料４－２） 
神山委員より、資料４－１・資料４－２に基づき、沖縄県立南部医療センター・

こども医療センターから、講演者として医師１０名の応募があったことが報告さ

れた。 
 

８． ５大がん地域連携クリティカルパス研修会について（資料５） 
  神山委員より、沖縄県がん診療連携協議会地域ネットワーク部会にて、毎週木曜

日に「５大がん地域連携クリティカルパス研修会」を開催中との報告があった。 
 
９． 次回の部会の開催日程について 

次回の部会（第１０回）は、３月９日（火）１６：００よりがんセンターにて開

催されることが報告された。 
 

１０． その他 
増田委員より、３月１３日（土）～１４日（日）に開催される「リレー・フォー・

ライフ in うちな～２０１０」について、各部会からは相談支援部会および緩和ケ

ア部会が参加することが報告された。普及啓発部会は小冊子を配付予定。 



協議事項： 
 
１． 研修部会主催研修会の修了証発行について 

伊藤委員より、沖縄県薬剤師会に依頼を行い、沖縄県薬剤師会会長からの修了証

発行について話を詰めていることが報告された。 
中森部会長より、看護協会とのタイアップについて、次年度計画に組み込んでい

ることが報告された。その中で、修了証はがん以外の研修会でも出していないた

め、がん関連研修会のみ発行する必要性を問われる可能性があるという意見が出

され、伊藤委員より、薬剤師会でも同様の質問を受けたとの報告があった。増田

委員からは、修了証はがん関連研修会に限定せず、どの研修会でも発行するとい

う動きにならないかとの意見が出された。 
また、タイアップという点では、中森部会長より、がんプロとの共催にて研修会

を実施してはどうかとの提案があった。 
 

２．  
（１）緩和ケア学会での単位取得を視野に入れた薬剤師向けの研修会について 
（２）他の薬剤師向けの研修会について 
 
（１）～（２）について、伊藤委員より、沖縄県薬剤師会会員を対象として、が

ん診療に関する一連の研修会カリキュラムを紹介する方向で検討中との報告があ

った。研修会については、次年度計画の１つとして沖縄県薬剤師会の理事会に挙

げることとなっており、沖縄県がん診療連携協議会の研修会等とタイアップの上、

単位制のような形で記録を残す方向で検討を進めていると説明された。なお、薬

剤師会には日本薬剤師会と日本病院薬剤師会の２団体があり、日本薬剤師会の下

に沖縄県薬剤師会がおかれ、日本病院薬剤師会の下に沖縄県病院薬剤師会がおか

れている。沖縄県病院薬剤師会に関しては、日本病院薬剤師会のがん認定薬剤師・

がん専門薬剤師の制度があるが、日本薬剤師会の沖縄県薬剤師会に入っている開

局の薬剤師にはこのような制度がないため、沖縄県薬剤師会会員に対して薬剤師

向けの研修会を検討していることが伊藤委員より説明された。 
 

３． 協議会主催で、協議会メンバーによる総論的な講演会の年４回企画、実       

施について 
４/２４（土）１５～１７時開催予定のシンポジウムが見送りとなったため、中森

部会長より、改めて時期・内容・共催等について協議したいとの提案があった。

増田委員より、がん対策条例制定を受けてのシンポジウムを実施してはどうかと

の意見が出され、次年度は協議会メンバーによる総論的な講演会を年２回、がん



条例制定記念（７月）と、地域連携パスについて（１０月または１１月）実施す

ることが全会一致で承認された。 
 
４． 研修会での費用分担について 

前回部会にて、３拠点病院に次年度予算が満額降りた場合、各拠点病院間にて負

担額を協議することが承認されたが、予算確定が夏頃となるため、今後の費用分

担については継続審議とすることが全会一致で承認された。 
 

５． 本年度実績の内部評価について 
増田委員より、本年度実績の内部評価について、各責任者において１０点満点に

て評価の上、評価の根拠を作成して欲しいとの要望があった。最終評価を３月３

１日（水）までに終了させ、６月の協議会で報告を行うため、まずは次回研修部

会までにメールにて内部評価を送信することが全会一致で承認された。各事業の

責任者は以下の通り。 
 
＜評価責任者一覧＞ 
① 医師向けの早期診断のための研修会…宮国委員 
② 院内および地域クリティカルパス研修会開催…中森部会長 
③ 今後の研修会における看護師・薬剤師の指導者、ファシリテーターを育てる

…神山委員 
④ がん看護研修会の開催…川満委員 
⑤ 認定薬剤師制度の活用、薬剤師向けの研修会実施…伊藤委員 
⑥ 協議会メンバーによる研修会…東委員 
⑦ 医療ソーシャルワーカー向けの研修会開催…中森部会長 
⑧ 診療情報管理士向けの研修会を開催する…中森部会長 
⑨ 研修会の人材バンク（講演者リスト）の作成…當名委員 
⑩ 県内病院・施設主催の研修会（院内も含む）リストの作成…當名委員 
⑪ 放射線技師・検査技師向けコメディカルスタッフを対象とした研修会を開催

する…知花委員（代理：宜保技師） 
 

６． 本年度実績の外部評価委員の推薦について 
増田委員より、適任者があれば推薦していただくよう改めて要望があった。 

 
７． 次年度部会委員について 

中森部会長より、本日の部会出席者は次年度も継続して委員の任に就いて欲しい

との依頼があり、全会一致で承認された。欠席者の東委員および沖縄県について



は、個別に依頼を行うことが説明された。 
 

８． 平成２２年度年間事業行動計画における責任者・担当者の選定について（資料６） 
中森部会長より、前回部会における承認に基づき、「院内および地域クリティカル

パス研修会」および「県内病院・施設主催の研修会（院内も含む）リストの作成」

の「各病院の HP でリスト公開」が次年度事業行動計画から削除されたことが報

告された。 
「医療ソーシャルワーカー向けの研修会開催」および「診療情報管理士向けの研

修会を開催する」の２事業は、それぞれ相談支援部会・がん登録部会が実施して

いるため、次年度事業行動計画から削除することが提案され、全会一致で承認さ

れた。 
「協議会メンバーによる研修会」の事業内容「協議会主催で協議会メンバーによ

る総論的な講演会を年４回企画・実施する」については、回数を年２回に減らす

ことが全会一致で承認された。 
「放射線技師・検査技師向けコメディカルスタッフを対象とした研修会を開催す

る」については、放射線技師・検査技師ごとに事業を分けることが提案され、全

会一致で承認された。 
年間事業行動計画の評価責任者の選定は次回部会における検討事項とし、各担当

者については以下の通り承認された。 
 
＜担当者一覧＞ 
① 医師向けの早期診断のための研修会…拠点病院+各病院（実施病院） 
② 今後の研修会における看護師・薬剤師の指導者、ファシリテーターを育てる

…各病院 
③ がん看護研修会の開催…中森部会長 
④ 認定薬剤師制度の活用、薬剤師向けの研修会実施…協議中（神山委員または

伊藤委員） 
⑤ 協議会メンバーによる研修会…協議中 
⑥ 研修会の人材バンク（講演者リスト）の作成…中森部会長+あと１名 
⑦ 県内病院・施設主催の研修会（院内も含む）リストの作成…中森部会長+あと

１名 
⑧ 放射線技師向けコメディカルスタッフを対象とした研修会を開催する…知花

委員（代理：宜保技師） 
⑨ 検査技師向けコメディカルスタッフを対象とした研修会を開催する…山城委

員 
 



９． 次年度「早期診断のための研修会」日程について（資料６） 
  資料６に基づき、次年度「早期診断のための研修会」について協議を行った。研

修会内容は５大がん以外とし、がん種等の詳細は次回部会における継続審議とす

ることが承認された。 
 

１０． 次年度部会日程について 
毎月第２火曜日１６：００～より、以下の日程でがんセンターにて開催すること

が全会一致で承認された。（８月を除く） 

４/１３、５/１１、６/８、７/６、９/１４、１０/１２、１１/９、１２/１４、 
１/１１、２/８、３/８ 

 
１１． その他 
（１）人材バンクについて 

増田委員より、学校ＰＴＡからも講師派遣の要望があることが報告され、人材バ

ンクを医療者向けと一般向けに分けると良いのではとの意見が出された。また、

人材バンク登録者の在籍状況確認も必要であるが、各種事務作業が増加するとの

指摘があった。 
 

（２）研修会リストについて 
増田委員より、研修会リストについて、チラシを事務室のポストに入れれば協議

会のＨＰに掲載できるような仕組みにしてはどうかとの提案があった。伊藤委員

からは、研修会の日時の重複を避けるため、各団体より企画段階から連絡が入れ

ば良いとの意見が出され、増田委員より、メーカー・各団体・地区医師会等に連

携を依頼してはとの提案があった。 


